
コンクリート自然電位測定器 

HM-40P 型 
              飽和硫酸銅電極 CSE-120PS/CSE-220P 
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簡易 

本取扱説明書は標準添付されているＴＯＡ－ＤＫＫ製品ＨＭ-31Ｐの取扱説明書から 

コンクリート用自然電位測定を行うために必要なページを抜粋したものです。 























































飽和硫酸銅電極  CSE-120PS   CSE-220P 

 

     取扱説明書 

 

1. ご使用に際して 

 電極先端のビニールキャップを外し、水道水でよく洗ってからご使用ください。 

2. 飽和硫酸銅溶液の補充方法 

① 電極の外筒を左に回して外します。 

② 外筒内に飽和硫酸銅溶液を外筒ネジ部まで注入します。 

③ 外筒をもとのようにねじ込みます。(この時溶液が液絡部から浸出してきます。素

手で触れないようにしてください。) 

④ 補充後一昼夜経過して結晶が十分残っていることを確認してご使用ください。結

晶が十分残っていれば、内部溶液は飽和硫酸銅溶液となっています。 

 

3. 飽和硫酸銅溶液の調整方法 

 付属の純水(イオン交換水または蒸留水)100mℓ中に硫酸銅粉末 30ｇを溶解してくだ 

さい。 

  液温を 50℃以上に加熱すると早く溶解できます。 

4. 保守 

 銅極部分を時々サンドペーパー＃600～＃1000で研磨してください。研磨後は純水

で洗浄し、水分をよくふき取ってから外筒をはめてください。 

定期的なメンテナンスはメーカーでも行っています。 

5. 安全 

① 飽和硫酸銅溶液は医薬用外劇物です。安全に十分注意して管理してください。 

⓶ 飽和硫酸銅溶液の補充やメンテナンスの時に素手で絶対に触れないでください。 

③ 溶液及び硫酸銅は手で触れるとやけどをしますので、溶液を作成する場合や、電極 

へ溶液補充の場合には必ずゴム手袋を用いてください。 

付属の《飽和硫酸銅溶液》は【毒物及び劇物取締法指定令第 2条】の劇物(無機銅塩 

類、ただし雷銅を除く)に該当する薬品です。取り扱いには前述のことを守り十分注 

意してください。 

④ 溶液や結晶が目に入った場合は、十分な水で洗い流した後、眼科医に診察しても 

らってください。 

 

 

 
 



 6.電極取り扱い上の注意 

    液絡部はコンクリート面と接触する重要な面です。 

使用後は乾燥させないように純水をしみこませた脱脂綿等を 

挿入した付属キャップで保護してください。 

 

  7.測定上の注意 

    測定の場合コンクリートが湿潤するように水をかけてご使用ください。 

電極と鉄筋の間のコンクリートの電気抵抗が高くなると(電気抵抗が 10MΩを超えた場

合)誤差が生じます。 

電極のケーブル長が不足する場合、付属の延長ケーブルで延長してください。 

測定の際、電極ケーブルのクリップを鉄筋に挟んで使用してください。 

電極の液絡部に付属の保護スポンジを取り付けたのち、普通の水で十分濡らした状態

でお使いください。 

 

 

 

 

  8.表示器については必要に応じて付属の TOA-DKKの取扱説明書をご覧ください。 

 

9.電極のチェック及びメンテナンス 

    電極と付属するケーブルが接続していることを確認するためには以下のことを行ってくだ 

さい。 

1. 電極を表示器 HM-40Pに接続してください。 

2. 先端のクリップと飽和硫酸銅電極の先端の液絡部分(フエルト部)を接触させて、表示

が±30mV程度になるか確認してください。もし 100mV以上になるようであれば、

ケーブルに断線があるか電極の不良です。弊社にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付属スポンジ 



   3. 電極の内部溶液がなくなったときは以下のように補充してください。 

電極内部に硫酸銅結晶が残っている場合は、付属の純水を加えてください。硫酸銅結 

晶が少ない場合には別売りの硫酸銅をスプーンなどで補充してください。 

補充後一昼夜経過して結晶が十分残っていることを確認してご使用ください。結晶が 

十分残っていれば、内部溶液は飽和硫酸銅溶液となっています。 

4. 溶液及び硫酸銅は手で触れるとやけどをしますので、溶液を作成する場合や、電極 

へ溶液補充の場合には必ずゴム手袋を用いてください。 

 

 



10.鉄筋コンクリートの自然電位測定の場合は以下の要領で測定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           鉄筋の交点に+極を取り付けてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

照合電極（飽和硫酸銅） 

HM-40P 

＋ － 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 

鉄筋 

金属が腐食する場合腐食電池が形成され、アノー

ド反応が生じる部分と、カソード反応が生じる部

分に分かれます。この電位により、腐食部を見つ

けます。 

・通常鉄筋の測定箇所は縦筋と 
横筋のクロス部分とします。 
・ 一部を任意にはつり、そこに＋側ケーブル

を接続します。 
・ 鉄筋位置は事前にコンクリートレーダー等

で探査して置きます。 
・ 測定後電位と測定点を表にします。 
・ 等高電位表を作成します。 
 

はつり箇所とその鉄筋 

照合電極 

ＣＳＥ－１２０ＰS 

 

付属スポンジ 



11.報告書の作成の仕方 

  自然電位の ASTM/BS規格等を参考にして判定してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

腐食ランク 自然電位 E(mV)      腐食確率％              腐食確率％ 

 
Ⅰ    Ｅ＞-200       90％以上の確率で腐食無        5％以下の確率で腐食有 

Ⅱ    -200＞E＞-350      不確定                 ５０％ 

Ⅲ    -350>E        90％以上の確率で腐食有        90％以上の確率で腐食有 

 
Ⅳ    -350>E      約半数の供試体に亀裂発生          － 

 

＝

Ｅ ＝

Ｅ ＝

Ｅ 

ASTM 規格 ＢＳ規格 

 

例：自然電位測定位置 

    鉄筋クロス部上 

下表：電位 mV と等高電位線グラフ 



【補足情報】 

コンクリート自然電位測定器の表示器に PH計(ペーハー計)を使う理由について 

 

弊社コンクリート自然電位計 HM-40Pの電位表示器は PH計を使用しています。 

PH計を使用すると測定の精度を上げることができます。 

以下にその理由を説明いたします。 

コンクリート内部の鉄筋の腐食状態を把握するために以下の方法で電位の測定を行っていま

す。 

金属が腐食する場合腐食電池が形成され、アノード反応が生じる部分と、カソード反応が

生じる部分に分かれます。この電位により、腐食部を見つけます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上記の図より、以下の回路が形成されます。 

 

                   

                    E2= 

                  

                     乾燥しているコンクリートは飽和硫酸銅電極と

鉄筋の間の抵抗地が非常に高くなります。測定

前にコンクリートに水をかけて湿潤にして測定

しますが、仮にその抵抗値が 10KΩとなった場

合(電位計の入力抵抗が 1MΩ、自然電位-500mV

の場合) 

        

 

  E2=－500×10000/(1000000+10000)≒－495mVとなり１％の誤差が生じます。 

      コンクリート抵抗が１００kΩになると誤差は１０％になります。 

 このことにより測定誤差を少なくするためには電位計の入力抵抗を大きくすればよいとい

うことに 

なります。またコンクリートには水をかけて湿潤状態にし、R2の抵抗値を低下させてく

ださい。 

 弊社で使用する HM-40Pの入力抵抗は 10000MΩ以上です。 

R2のコンクリート抵抗が１MΩとなっても誤差はほとんど生じません。 

(R2=1MΩの場合０．０１％以下の誤差) 

株式会社プレックス 
 

R1:電位計内部入力抵抗 R2:コンクリート導通抵抗  E1:自然電位  E2:計測電位 

照合電極（飽和硫酸銅） 
CSE-230 

HM-40P 

＋ － 

ｺﾝｸﾘｰﾄ(水をかけて湿潤状態とする) 

鉄筋 

＋極のクリップで接続 

                      

電位計 E2 
R1 

R2 

E1 

(R1+R2) 

E1×R1 


